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県民の皆様には、赤十字事業の推進につきまして、日ごろより格別のご支援ご協力を賜り、心から厚く

お礼申し上げます。

日本赤十字社では、赤十字の精神である「人道」に基づき、平成23年の東日本大震災や紀伊半島大水

害などの災害時における救護活動など、さまざまな活動を展開して参りました。

これらの活動は、資金面で応接してくださる赤十字社昌はもとより、赤十字奉仕団、地域の皆様のボラ

ンティア活動によって支えられています。

本年も5月を中心に「赤十字社員増強運動」を展開いたしますので、赤十字活動の趣旨をご理解いただ

き、より多くの方が社員としてご加入くださいますようお願い申し上げます。



国内において、地震や台風などの災害で被災された方々を救うため、救護班の編成と訓練、防災ボランティアの研修

に努めています。また、救援物資の配布や義援金の受付なども行っています。

東日本大震災では、医療救護班や防災ボランティアの派遣、こころのケア活動の実施、また紀伊半島大水害では、救援

物資の配布や奉仕団による炊き出しなどを行いました。

紀伊半島大水害で被災された仮設住宅入居者の方々とのふれあい交流

平成25年11月には、平成23年の紀伊半島大水害で被害を受け、仮設住宅でお暮らしの野迫川村の方々をお訪ねし、

赤十字ボランティアが用意した昼食後、腹話術や楽器演奏などでふれあい交流のひとときを過ごしました。

救護資機材・救援物資の整備

南海トラフ地震などの大規模災害に備え、奈良県支部では、

救護所用大型テント・災害救護車輌・衛星電話を整備して

きましたが、救護班の派遣等に必要な装備品（医療機器・

簡易トイレ・非常食など）を平成26年度に整備します。

また、市町村に対しても、これまで災害救援車などを配備し

てきましたが、平成24年度からは3ケ年計画で、テント・

移動炊飯器を配備しています。

東日本大震災などの災害から学んだ知識や教訓を、今後の備えとして多くの方に知ってい

ただくため、「赤十字防災啓発プログラム」を普及しています。

町内や自治会での集まりに積極的に指導員を派遣しています。

（詳しくは、事業推進課までお問い合わせください。）

また、奈良県支部でも体験プログラムを取りいれた災害時要援護者生活支援講習会を

実施しています。（右の支部主催講習一覧参照）







心肺蘇生やAEDの使用法などを学ぶ救急法をはじめ、いざという時にすやに役立つさまざまな講習会を

実施しています。平成25年度は講習指導員資格を有する安全法指導赤十字奉仕団にご協力いただき、

320回開催し、延べ1万1千人の方に受講いただきました。

寧感還亀零度憲部塞饉講習m藁

避

の対応などについて学べます。

（毛布を使った担架搬送）

≠？ ���講瞥早耳・‾ ��一実施巳 �㍉時二一一＿－‾鱒＿＿．≡＿＿…… �貪∴■場圭 

基礎講習　　　6月8日旧）、10月5日（日） ・心肺蘇生やAEDの使い方　平成27年1月18日（日） ���9時30分～15時 �支部 

基礎・救急昌養成講習 ・心肺蘇生やAEDの使い方 ・急病、けがの手当 ・搬送や救護など ��5月18日（日）、24白（土）、25日（日） �巨奈良市 
8月（3日間実施） �　　　　　　　星未定 未由 

12月（3日間実施） �疋　　　　　　　　　橿原市 

平成27年3月（3日間実施） �大和郡山市 

救助員Ⅰ養成講習 ��9時30分～16時30分　　　　　　　天理市 
・水の事故防止　　　　　　　　6月（3日間実施） 

・泳ぎの基本と自己保全など �� 
‾‾ぎ 支援員養成講習　　　　…5月10日（土）、11日（日） ���9時～17時 �支部 

、≡・≡■≡…慧 �� �・高齢者の健康と安全 ��10月18日（土）、19日（日） 
喪 章 � �・日常生活における介護など �平成27年3月18日（水）～20日（金） �∃9時30分～15時30分 �支部 

巨 � � �支援員養成講習 ��6月7（土）、8日（日） � �支部 ・子どもに起こりやすい事故 �� �9時～17時 
・‾：；三＿jL案 髪 � �‡≡…！ ��� 

の予防と手当など ��11月8日（土）、9日（日） � 

災害時要援護者生活支援講習 �����5月3日（土）、7月5日（土） � 
・赤十字防災啓発プログラム ・体験プログラムなど �����平成27年1月17日（土） �9時30分～15時30分　　支部 喜 

平成27年3月15日（日） 

※申込方法や教材費等、詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

（日程が未定の講習も目時が決まり次第、ホームページに掲載します。）



赤十字活動にご支援をお願いします
日本赤十字社が国内外で行っているさまざまな人道的活動は、社員※1が納める社費と皆様の寄付金や、ボランティア

で支えられています。皆様の温かい善意を心よりお待ちしております。

※これらのご寄付には、相続税や個人の所得税、法人税などの優遇措置が受けられます。

日本赤十字社の表彰制度

国の表彰制度

社資収入（地区分区（市町村）及び支部を通じた個人、法人からの社費、寄付金） �176，412，092 

委託会等収入　災害救助法補償収入（東日本大震災） �3，000，913 

補助金及び交付金収入（本社の事業振興・財政調整交付金、その他交付金） �10，756，000 

雑収入（講師派遣負担金収入、講習用教材費収入等） �7，530，428 

前年度繰越金 �11，333，836 

収　入　合　計 �209，033，269 


